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1.将棋倶楽部２４アクセスとは
日本最大のネット将棋道場「将棋倶楽部２４」に視覚に障害のある人々が参加して全国さらには世界の将棋ファンと交流して将棋を楽しめるようにするためのブレイルセンスアプリを開発しました。開発に際しては公益社団法人日本将棋連盟より技術支援等絶大なるご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。

なお、本マニュアルの将棋倶楽部２４の操作に関する記述では将棋倶楽部２４Webページの操作方法を参考に記載しております。
将棋の指し方はブレイルセンス用将棋アプリ「センス将棋」の操作方法に準拠しております。対局の基本的な操作方法などは「センス将棋」のマニュアルをご参照ください。本マニュアルの巻末にも参考資料として該当箇所を抜粋して記載しております。
1-1将棋倶楽部２４とは
将棋倶楽部２４は無料のネット将棋道場です。インターネットを通じて２４時間いつでも将棋の対局を楽しめます。対戦相手は全国・世界の将棋ファンです。対人対局ですので、お互いマナーを守って将棋を楽しむようにしましょう。２４時間対局することができますが、指しすぎには注意してください。
将棋倶楽部２４Webページには操作方法に加えて注意事項や役立つ情報が紹介されていますので定期的にチェックしながら将棋倶楽部２４で対局することをお勧めします。
初めて将棋倶楽部２４をお使いになる方は、下記Webページの「守ってね」の内容を確認してからお楽しみください。
将棋倶楽部２４のWebページのURL
http://www.shogidojo.com/
＜参考＞将棋倶楽部２４で特に禁止されている行為は以下の3つです。守られない場合イエローカードいう注意処分や、行為が悪質な場合はアクセス禁止／会員登録削除の処分を受ける場合があります。禁止事項を守って将棋倶楽部２４をお楽しみください。
禁止行為
1． 不愉快なチャット
2． 故意の対局中断
3． ソフト指し（将棋ソフトの指し手を入力して対局すること。）
1-2将棋倶楽部２４アカウント作成
将棋倶楽部２４アクセスで将棋クラブ２４にログインするには将棋倶楽部２４のアカウントが必要です。アカウントの取得にはあらかじめIEなどの一般のブラウザを用いて登録作業を行っていただく必要があります。
視覚障害者が独力でアカウントを取得することは現時点では困難ですのでどなたかの支援を受けてください。

詳しくは上記の将棋倶楽部２４Webページをご参照ください。
2.将棋倶楽部２４プログラムの起動から対局室入室までの流れ
2-1将棋倶楽部２４アクセスを起動する
将棋倶楽部２４アクセスの起動手順は以下の通りです。
1) メインメニューから「プログラム」を選択してenterを押すか、メインメニューでp(1-2-3-4)を押してプログラムメニューを開いてください。
2) 次にプログラムメニューから将棋倶楽部２４アクセスを選択してenterを押すか、プログラムメニュー内でc（1-4）を押してください。将棋倶楽部２４が起動します。
＜注意＞将棋倶楽部２４を使用するためにはインターネットに接続できる環境が必要です。
2-2将棋道場のサーバー選択とログイン
将棋倶楽部２４を起動すると、サーバーの選択とログインを行うダイアログが表示されます。
F3を押すたびに、サーバー選択、ユーザー名、パスワード、ログインボタン、閉じるボタンが切り替わります。
2-2-1サーバー選択
将棋倶楽部２４には東京と大阪の2つのサーバーが用意されています。
上下スクロールキーで使用したいサーバーを選択してください。
＜参考＞東京と大阪どちらのサーバーも利用できますが、現在（2015年時点）では東京のサーバーを利用するユーザーが非常に多い状況です。入室者が多い方が対局相手を探しやすいなどのメリットがあります。
2-2-2アカウント情報の入力
将棋倶楽部２４のアカウントを入力します。
作成したアカウントのユーザー名とパスワードを入力してください。
※アカウント作成については「1-2将棋倶楽部２４アカウント作成」をご参照ください。
ログイン情報とサーバーの選択がされた状態でエンターを押すと将棋倶楽部２４にログインします。ログインを取り消したい場合はspace-zを押すか、F3を何度か押して閉じるボタンを実行してください。
＜注意＞アカウントの入力に誤りがある場合やインターネットに接続されていない場合はログインできません。
2-3ブロック選択
ログインに成功すると、まずブロック選択を行います。選択できるブロックは以下の6つです。選択したブロックレベルの参加者が対局室で表示されます。ブロックは対局室に入室した後も変更可能です。
1) 高段者
2) 有段者
3) 上級者（1級から5級）
4) 中級者（6級から10級）
5) 初級者（11級から初心者）
6) 名人戦参加
＜参考＞将棋倶楽部２４の段級の実力は、一般的なアマチュアの同じ段級よりも強い傾向にあります。自身で把握している段級よりも少しランクを落としたブロックで対戦すると近い実力の対局相手を探しやすいと思います。
詳しくは将棋倶楽部２４Webページの「将棋倶楽部２４と世間一般の段級レベル比較」をご参照ください。
URL：http://www.shogidojo.com/２４member/hikaku.htm
２４ 休憩室
ブロックを選択すると入場者リストが表示され、休憩室に入室した状態になります。
休憩室では入場者のリスト閲覧と入場者の詳細情報確認、入室する対局室の選択を行う事ができます。休憩室にいる状態では他の入室者から対局を申し込まれる事はありません。
＜注意＞将棋倶楽部２４アクセスからは他ユーザー同士の対局を観戦することはできません。
休憩室はユーザーリスト、ページ、詳細、ブロック変更、対局室へ、更新、自分のユーザー名、閉じる、の8つの項目で構成されています。F3を押すと各項目に切り替わります。以下各項目の説明です。
1) ユーザーリスト：指定したブロックの入場者リストを表示します。
2) ページ：ユーザーリストは1ページにつき最大100件表示されます。100件以上の入場者がいる場合、人数に合わせてページ数が増減します。ページでは現在表示されているユーザーリストのページ番号を表示します。また、上下スクロールキーを押してページ番号を変更すると指定したページのユーザーリストを確認できます。ページ番号を選択してエンターを押すと指定したページ番号のユーザーリストが表示されます。
3) 詳細：ユーザーリストで表示したユーザーの詳細情報を確認することができます。
確認できる項目は以下の通りです。情報は上下スクロールキーで切り替えて表示します。
詳細情報の閲覧を終了する場合はF4を押してください。休憩室に戻ります。
ユーザー名、地域、段級、R点（レーティングポイント）、入室中の対局室、状態、ゲームID、対局者（対局中にのみ表示）、ログインしてからの勝敗、保持タイトル、名人戦クラス番号
4) ブロック変更：ユーザーリストに表示される入室者のブロックを変更します。
5) 対局室へ：対局室を選択して入室します。詳細は「2-5待ち状態の設定と対局室の選択」以降をご参照ください。
6) 更新：ユーザーリストを更新します。ユーザー情報は常に変動していますので、情報を更新して最新の情報を確認してください。ショートカットキーはspace-rです。ユーザーリスト表示中にもショートカットキーを使用できます。
7) ユーザー名：自分のユーザー名を表示します。
8) 閉じる：将棋倶楽部２４を終了します。
＜参考＞ユーザーリストで特定のユーザーを探したい場合、ユーザー名の頭文字を入力するたびに入力した頭文字のユーザーのみ順番に表示することができます。ページが異なる場合は表示されませんので、複数ページある場合はページを切り替えて再度探してみてください。
2-5待ち状態の設定と対局室の選択
「対局室へ」を実行すると対局室の選択と待ち状態の設定を行う事ができます。
部屋、ステータス、変更、キャンセル、の4つの項目で構成されています。F3またはspace-F3を押すと各項目に切り替わります。以下各項目の説明です。
2-5-1対局室の選択
対局室には以下5種類の部屋が用意されています。上下スクロールキーで入室したい部屋を選択してください。
1) 休憩室：将棋倶楽部２４の道場に入場しているだけの状態。対戦は申し込まれません。
2) 自由対局室：自由に対戦できる対局室です。レーティングは計算されません。また、対局の中断・再開はできません。どちらかが投了するまで対局が続きます。
3) レーティング対局室：対局した勝敗が記録されます。勝敗の結果はレーティング計算されます。
4) 名人戦対局室：名人戦専用の対局室です。名人戦にエントリーすると入室が可能になります。名人戦では勝敗と棋譜が記録され、レーティングも計算されます。
5) 特別対局室：竜王戦・達人戦専用の対局室です。勝敗と棋譜が記録され、レーティングも計算されます。
2-5-2ステータスの設定
対局室に入室時の、自分の待ち状態を設定することができます。設定できる待ち状態は以下の6種類です。上下スクロールキーで設定したい待ち状態を選んでください。部屋設定で休憩室を選んでいると選択できません。
1) 待ち：特に希望条件なし
2) 再開待ち：中断した対局の再開を待っている状態。
3) 先約待ち：事前に対局の約束があって待ち合わせ相手を待っている状態。
4) 早指待ち：持ち時間1分、秒読み30秒での対局希望
5) 早指2待ち：秒読み30秒、猶予待ち時間1分での対局希望。
6) 15分持ち時間：持ち時間15分、秒読み60秒の通常対局希望。
7) 長考待ち：持ち時間30分、秒読み60秒の対局希望。
＜参考＞将棋倶楽部２４では、早指2または、早指の早指対局が多いですが、15分での対局をおすすめします。 この条件に応じてくれる人もたくさんいます。長考もありますが、ほとんど対局をうけていないのが実情です。
2-5-3変更
部屋を変更します。選択した対局室と待ち状態のステータスで入室します。対局室とステータスを変更した状態でエンターを押しても入室します。
2-5-4キャンセル
部屋の変更を行わずに休憩室へ戻ります。F4またはショートカットキーspace-zを押してもキャンセルできます。
3.対局室
対局室に入ると、同じ対局室に入室中の、選択したブロックレベルのユーザーがリストに表示されます。例えば、ブロックを中級者に設定して自由対局室に入室すると、自由対局室に入室中の中級者のみユーザーリストに表示されます。
3-1挑戦を受諾する、断る
対局室に入ると、他の入室者から対局を申し込まれます。
相手の情報と対局条件を確認して挑戦を受けるかどうかを決めてください。
F3を押すたびに、「挑戦者情報」、「開始条件」、「返答の選択」、「返答を送信」の項目が切り替わります。各項目の詳細は以下の通りです。
1) 挑戦者情報の確認：
挑戦されると「挑戦されました」と告知があり、挑戦者のユーザー名が表示されます。
上下スクロールキーを押すと挑戦者の詳細情報を確認することができます。
2) 開始条件：
挑戦者が提示した対局条件（持ち時間条件、手合い割り）を表示します。上下スクロールキーを押して条件を確認してください。
3) 返答の選択：
挑戦者の情報と開始条件を確認したら、挑戦に対しての返答を選択します。返答は以下の9種類から上下矢印キーで選択してください。
1 受諾・②断る・③中断再開待機中の理由で断る・④先約の理由で断る・⑤ほかに挑戦中の理由で断る・⑥取り込み中の理由で断る・⑦別持ち時間希望の理由で断る・⑧別手合い割り希望の理由で断る・⑨名人戦対局済みの理由で断る
4) 返答を送信：3)で選択した返答を挑戦者に送信します。
挑戦を受諾した場合、対局に移ります。断った場合、対局室に入室した状態に戻ります。
＜参考＞ステータスを「再開待ち」や「先約待ち」にしていても対局を申し込まれる場合があります。挑戦を受けることができない場合は、慌てずに落ち着いてお断りしましょう。
3-2挑戦する
対局室にいる他の入室者に挑戦します。相手の待ち状態ステータスを確認して条件の合う相手に挑戦しましょう。
挑戦する手順は以下の通りです。
3-2-1対局相手を探す
ユーザーリストから対局したい相手を選択してください。同じ対局室に入室している指定したブロックのユーザーが表示されます。上下スクロールキーで挑戦したい相手を選択してください。休憩室と同様にF3を押してユーザーの詳細情報を確認することができます。
3-2-2対局相手を決めて挑戦する
対局したい相手のユーザー名が表示された状態でエンターを押してください。ユーザー名が表示され上下スクロールキーで詳細情報を確認できます。F3を押すと、「挑戦する」と「閉じる」の機能を切り替えることができます。挑戦する場合は「挑戦する」と表示した状態でエンターを押してください。
3-2-3対局条件の設定
「挑戦する」を実行すると、相手に提示する対局条件の設定を行います。持ち時間条件と手合い割り条件を設定してください。設定できる条件は以下の通りです。
F3を押すたびに持ち時間条件、手合い割り、挑戦する、キャンセルと切り替わります。
1) 持ち時間条件
上下スクロールキーを押して以下の条件から選択してください。
・早指：持ち時間1分、秒読み30秒
・早指2：持ち時間なし、秒読み30秒、猶予時間1分
・15分：持ち時間15分、秒読み60秒
・長考：持ち時間30分、秒読み60秒
2) 手合い割り
上下スクロールキーを押して以下の条件から選択してください
・平手
・香落ち
・角落ち
・飛車落ち
・飛香落ち
・二枚落ち
・四枚落ち
・六枚落ち
3) 挑戦する
エンターを押すと設定した対局条件で相手に挑戦します。相手が挑戦を受諾した場合対局に進みます。挑戦を断った場合対局室に戻ります。
4) キャンセル
エンターを押すと対局条件の設定をキャンセルします。F4を押すかショートカットキーspace-zを押しても実行できます。
＜参考＞入室しているユーザーの状況はすぐに変化します。自分が挑戦をしようとしている間に他のユーザーと対局が始まっていたり、対局室から出てしまっていたりするケースがあります。対局条件などは事前に考えておくと素早く挑戦できます。
4．対局
挑戦を受けた側が挑戦を受諾すると対局に移ります。
対局を開始すると自動的に「よろしくお願い致します。」とチャットで挨拶を行います。
先手・後手は振り駒で決まりますが、レーティングポイントの差が400点以上ある場合、点数の高い方が後手になります。
4-1対局中の基本操作
盤面の確認方法や指し手入力の方法はセンス将棋の操作方法に準拠します。本マニュアルの巻末に該当箇所を記載しますので参照してください。
4-2 対局中のメニュー
対局中にF2を押すと以下のメニューを表示します。対局中の情報確認や、投了や中断といった必要な操作をメニューから行う事ができます。ショートカットキーを覚えれば盤面を表示した状態から簡単に操作することも可能です。
4-2-1ファイル
1) 棋譜ファイルを名前をつけて保存：対局の棋譜を保存します。ショートカットキー：space-s
2) 終了：対局室を退出します。ショートカットキー：space-z
＜注意＞終了は対局終了後に必ず実行してください。対局中に実行するとネットワークが切断された場合と同じ状態になり強制的に対局が中断されます。故意に行った場合、対局相手に非常に失礼です。
また、中断や投了前に終了を実行すると、エラーが表示され再度対局室に入ることができません。いったん将棋倶楽部２４アクセスを終了して、プログラムを起動しなおしてください。
4-2-2対局
1) 指し手入力：指し手を入力します。入力方法はセンス将棋の指し手入力方法に準拠します。ショートカットキー：enter
2) 引き分け提案：引き分けを提案します。提案は対局中断後に行う事ができます。ショートカットキー：space-d
「千日手」や「持将棋」になってしまった場合に対戦相手に引き分けを提案することができます。
3) 中断：対局を中断します。事情があって中断する場合はチャットなどで相手に断りを入れてから行いましょう。ショートカットキー：space-c
中断後に続きの対局を行いたい場合は再度対局室で待ち合わせて対局を始める必要があります。また、自由対局室では中断できません。
4) 投了：対局に負けたと思ったら投了しましょう。ショートカットキー：enter-q
4-2-3対局情報
情報確認機能です。以下ショートカットキーを記載します。
1) 手番確認：ｔ
2) 最後の指し手確認：c
3) 自分の持ち時間：r
4) 相手の持ち時間：o
4-2-4表示
後手番表示にするか、先手番表示にするかを選択できます。
ショートカットキー：space-v
4-2-4棋譜確認
棋譜確認開始：これまでの対局の棋譜を確認します。確認開始を実行後、以下の棋譜確認操作が可能になります。ショートカットキー：enter-r
＜注意＞棋譜確認中は指し手入力が行ません。棋譜確認を終了してから対局に戻ってください。
棋譜の先頭へ：s
棋譜の最後へ：e
一手進む：n
一手戻る：p
連続再生：g
棋譜文字表示モードと盤面表示モードの切り替え：space-d
棋譜確認終了：space-z
4-3対局中のコミュニケーション
対局中にmコマンドを入力するとチャットダイアログを表示します。対局相手とチャットでコミュニケーションをとることが可能です。対局後の感想戦を行う際に便利です。
チャットダイアログではF3を押すたびに、メッセージリスト、メッセージ入力、送信、閉じる、の項目が切り替わります。
1) メッセージリスト：発言したチャットメッセージがリストになって表示されます。上下スクロールキーでメッセージを遡って内容を確認できます。
2) メッセージ入力：発言したい内容を入力します。
＜注意＞入力したメッセージは送信後も入力エディットボックスに残ります。文章を入力した状態でエンターキーを何度も押すと同じ文章を何度も送信してしましますので注意しましょう。
3) 送信：メッセージ入力で入力した文章を送信します。メッセージ入力後にエンターを押してもメッセージを送信します。
4) 閉じる：チャットを閉じます。F4かショートカットキーのspace-zでも実行できます。
＜注意＞対局相手とのコミュニケーションはマナーを守ってやりとりしましょう。チャットの内容が問題になって将棋倶楽部２４のアクセス禁止処分や会員登録削除処分をうけるケースもあります。詳しくは将棋倶楽部２４Webページの「アクセス禁止／会員登録削除」のページをご参照ください。
http://www.shogidojo.com/etc/complaint/access.htm
4-4対局中のショートカットキー一覧
指し手入力開始：enter
引き分け提案：space-d
中断：enter-c
投了：enter-q
手番確認：ｔ
最後の指し手確認：c
自分の持ち時間確認：r
相手の持ち時間確認：o
後手番表示と先手番表示の切り替え：space-v
棋譜ファイルを名前をつけて保存：space-s
終了： space-z
棋譜確認開始：enter-r
棋譜の先頭へ：s
棋譜の最後へ：e
一手進む：n
一手戻る：p
連続再生：g
棋譜文字表示モードと盤面表示モードの切り替え：space-d
棋譜確認終了：enter-z
5．将棋倶楽部２４においてトラブルがあった場合
将棋倶楽部２４は対人のインターネット将棋道場です。ユーザー間でトラブルが起きる場合もあります。マナーを守って将棋を楽しむのは当然ですが、万が一トラブルが起きてしまった場合は将棋倶楽部２４の運営に相談してください。
将棋倶楽部２４のWebページに「苦情相談所」がありますのでご確認ください。
将棋倶楽部２４苦情相談所のURL
http://www.shogidojo.com/etc/complaint/complaint.htm

6.将棋倶楽部２４アクセスについてのお問い合わせ
ブレイルセンスアプリ「将棋倶楽部２４アクセス」についてのお問い合わせは以下の問い合わせ先へご連絡ください。
有限会社エクストラ　ブレイルセンスサポート窓口
TEL：054-207-8627
※電話受付時間：平日10時から12時、13時から17時まで
Eメール：sense-support@extra.co.jp
【参考資料】センス将棋の盤面表示と指し手入力
将棋倶楽部２４の対局でも使用する操作方法について、以下にセンス将棋のマニュアルの該当箇所を抜粋します。基本的な盤面情報の確認や指し手入力の方法をご確認ください。
ここから抜粋
2 盤面の表示
2-1 盤面
将棋盤は9列×九段の合計81マスです。センス将棋では盤面を一段ずつ点字と音声で表示します。センス将棋の起動時には初期配置の九段目が表示されます。上下スクロールキーを押すことで盤面を上下に移動して駒の位置を確認することができます。点字表示についてはセンスの点字ディスプレイが32マスか18マスかで表示形式が変わります。
また、下がり数字で１から9の数字を入力すると、入力した数字の段を指定して駒の情報を確認することができます。例えば2-6の点を押すと5段目の駒情報を表示します。
音声では将棋盤の列番号の若い順に駒の配置を読み上げます。
点字は将棋盤の1列をそのままの配置で点字表示します。
※駒の点字表記は3-2章で詳しく説明します。
具体的には以下の様に音声と点字で先手番の駒の初期配置が表示されます。
音声「9段目、先手1九香車、先手2九桂馬、先手3九銀、先手4九金、先手5九玉、先手6九金、先手7九銀、先手8九桂馬、先手9九香車」
点字（32マス）「　　　　こ　　け　　し　　き　　め　　き　　し　　け　　こ　＃９」
点字（18マス）「　こ　け　し　き　め　き　し　け　こ」
2-2 持ち駒の確認
盤面でF3を押すたびに、「先手持ち駒」、「後手持ち駒」、「盤面」が切り替わります。
2-3 先手後手の表示切り替え
盤面表示中にspace-vを押すと先手と後手の表示を切り替えます。
後手番に切り替えると後手番を手前にして盤を表示する形になります。
後手番表示での先手の駒の初期配置の表示は
（32マス）「＃９　　こ　　け　　し　　き　　め　　き　　し　　け　　こ　　　」となります。
（18マス）「　こ　け　し　き　め　き　し　け　こ」
メニューから操作する場合、F2を押してメニューを開き、メニュー項目「表示」でエンターを押してください。先手番表示の状態ならば「後手番表示」、後手番表示の状態ならば「先手番表示」と表示されます。ここでエンターを押すと先手番表示と後手番表示が切り替わります。
3 点字による駒の表記
1駒は点字2マスで表します。点字1マス目は先手・後手の区別を表します。点字2マス目は駒の種類を表します。ブレイルセンスU2とブレイルセンスプラスではその後に段数を表示します。
ブレイルセンスオンハンドU2ミニまたはオンハンドで使用する場合は段数の点字表示はありません。段数は音声表示のみです。
3-1 点字1マス目：先手と後手の区別
先手の駒の点字1マス目はマス空けです。後手の駒の点字1マス目は3-6の点が入ります。
3-2 点字2マス目：駒の種別
点字2マス目には以下の駒を表す点字が表示されます。
飛：ひ
角：か
金：き
銀：し
桂：け
香：こ
歩：ふ
玉：め
龍：る
馬：ま
成銀：み
成桂：せ
成香：そ
と金：と
例えば先手の飛車は「　ひ　」（18マスでは「　ひ」）、後手の角行ならば「-か　」（18ますでは「-か」）と表示します。駒の無い位置は次のように点字2マス目に2-5の点が表示されます。「　－　」（18マスでは「　－」）
4-2 指し手入力
新規対局または棋譜ファイルを読み込んで、差し手を入力していくことができます。
自分で対局するとき、途中局面から差し手を進めていくとき、人の対局を記録するときに使います。
エンターを押すと指し手入力を実行できます。
実行すると指し手入力エディットボックスが表示されます。
そこで、駒を移動する位置とその駒の現在地を入力すると駒を移動させることができます。位置情報は列と段の2ケタの数字で指定します。ブレイルセンスの入力モードは「英語」で行ってください。
例えば７六歩と指したい場合。「（数符）７６７７」と入力します。
先手後手と交互に指し手入力を行うことができます。
成り
移動先で駒が成ることが可能な場合、位置情報の後にnを付けて指し手入力することで成ることができます。
例えば8八角を3三角と指して馬に成る場合。「（数符）3388n」と入力します。
持ち駒を打つ場合は駒を打ちたい位置と駒の種類を入力します。
例えば5五飛と打ちたい場合。「数符５５HI」と入力します。
HIが飛車を表します。各駒の種類はローマ字表記を元にした表記で指定します。駒入力キーは大文字でも小文字でも入力できます。
駒の表記については指し手入力の状態でF3を押すと駒表記リストを確認できます。
指し手入力画面でF3を1回押すと「飛：HI」と表示されます。これは飛車を打つ場合HIと入力することを示します。下スクロールを押すと角：、金：・・・とそれぞれの入力キーが表示されます。一覧は以下の通りです。
飛：HI
角：KA
金：KI
銀：GI
桂：KE
香：KY
歩：FU
駒の動けない位置に移動しようとするとエラーになります。指し手入力した駒の種類や位置に誤りがないかご確認ください。
以上

